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様式第３号(第９条関係)      

会  議  録  
       

会 議 名 嵐山町立学校統合準備委員会 第 7 回総務部会 

開 催 日 時 令和 7 年 12 月 8 日(月) 
開  会 午後 5 時 00 分 

閉  会 午後 5 時 40 分 

開 催 場 所 嵐山町役場庁舎 町民ホール 

会 議 次 第 

1 開 会 
2 あいさつ 
3 議題 

(1) 校章デザイン案について(報告、選考) 
4 その他 
5 閉 会 

公開・非公開 
の別 

公  開 傍聴者数 なし 

非公開の理由 
(非公開の場合) 

 

委員出欠状況 

部 会 長 林 雄一 出 委  員 八木原夏実 欠 

委  員 成田彩恵 出 委  員 安藤淳之介 欠 

委  員 石森奈通子 出 委  員 髙橋 誠 出 

委  員 関根盛敏 欠 委  員 髙橋悠里 欠 

委  員 荒川 統 出 委  員 
髙田 享 

(代理 木村由香利) 
出 

委  員 田中 守 出 委  員 
小野川和史 

(代理 岡田至晃) 
出 

教育委員会 教育長 下村 治 
学校統合推進

課長 
久保哲也 
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学校統合推進課 

副課長 
尾針雄介 

(司会・進行) 

学校統合推進課 

主 任 
吉野祐介 

教育総務課 
指導主事 

吉井大輔 
教育総務課 
指導主事 

神田貴裕 

次   第 て  ん  末 

1 開  会 
教委 

(司会) 
開会宣言 

2 あいさつ 林部会長 

寒気が急にやってきて、短い秋だったと感じています。 
嵐山町と近隣市町村においてインフルエンザが流行し始め

ています。体調管理をしっかり行い、健康には十分ご留意

ください。 

3 議題  林部会長が議長となり、議事を進行 

(1) 校章につい

て 
教委 

 校章デザイン案の募集結果報告と今後の流れについて説

明(【資料 1-1~4】) 
 対面選考に係る注意事項の説明と、第 6 回総務部会で意

見のあった、五三桐のモチーフについて意見交換を行う

よう依頼 

林部会長 
説明が終わりました。まず、今後の流れについて、何か質

問等はありますか。 

荒川委員 

【資料 1-2】の「4.デザイン補正、法的確認作業」の中

で、「必要に応じてアンケート対象の図案を生成 AI でデ

ザイン補正し」とありますが、これは、手書きの図案がア

ンケート対象になった際に実施するものですか。 

教委 ご質問のとおりです。 

林部会長 
それでは次に、【資料 1-5】について、注意事項等に留意

しながらご意見をお願いいます。 

教育長 

校章が使われる場所、場面も一緒に考えるとイメージしや

すいと思います。新校で校章がどのように使用されるかは

未定ですが、現在は、卒業証書の透かし、体育館、校旗、

学生服などで使われています。 
また、嵐山町の花はつつじ、町の木は梅と定められていま

すが、ラベンダーは、千年の苑ラベンダー園で栽培されて

いるだけで、町との関わり方に根拠がなく普遍的ではあり

ません。 

荒川委員 
オオムラサキも「町のシンボル」と表現されますが、条例

等で定めてはいないと認識しています。 



3 
 

田中委員 
募集要項のデザイン要件から逸脱した図案は削除してある

のですか。 

教委 
デザイン要件から逸脱した図案はなかったと認識していま

すので、教委の判断で削除した図案はありません。 

田中委員 

デザイン要件から逸脱した図案がないのであれば、応募図

案すべてを対象にするのがよろしいのではないでしょう

か。そもそも疑問が残る図案がないのに対面で協議する必

要があったのでしょうか。 

教委 

デザイン要件から逸脱した図案はありませんでした。しか

し、デザイン要件の中の「(10)令和 10 年度まで嵐山町内

に現存する学校の校章をそのまま使用しないでください」

の部分に、例えば、大部分が既存の校章デザインである図

案が該当するかどうかの協議をいただく意味はあるかと考

えます。協議する上で、第 6 回総務部会で意見のあった五

三桐のモチーフはその中でも目を引く存在ではないかと考

えます。 

林部会長 
大部分が五三桐をモチーフにした図案は実際にありました

か。 

教委 
該当する図案は確認できませんでした。 
尚、五三桐をモチーフにした図案は 6 案確認しています。 

林部会長 これら 6 案の扱い方について、ご意見をお願いします。 

荒川委員 

学校統廃合に伴う新校の校章として、現・菅谷小学校、

現・菅谷中学校の校章である五三桐を使用することを気に

する方もいるかと思います。 
但し、五三桐が「菅谷」を象徴しているわけではなく、畠

山重忠公に由来しているものなので、選考の際は他の図案

と平等に扱うのが良いのではないかと考えます。 

田中委員 
現・菅谷小学校と現・菅谷中学校の校章と良く似ているの

は、7 頁 No.28 くらいだと思います。 

荒川委員 

そもそも、五三桐は、本来天皇家の家紋である「五七桐」

に由来するものと認識しています。 
7 頁 No.28 もよく似ていますが、27 頁 No.106、107 も図

案上部に五三桐がそのままデザインされています。最終的

にこれらのいずれかが選ばれても、それは結果として構わ

ないと思います。 
一方、6 頁 No.24、12 頁 No.48、13 頁 No.49 のように五

三桐をイメージしてマイルドに表現した図案の方が間違い

はないと思います。 





嵐山町立学校統合準備委員会 第７回総務部会 会議次第 

 

 

 

日時 令和 7年 12月 8日(月)17 時から 

場所 嵐山町役場庁舎 町民ホール 

 

 

1 開会 

 

2 あいさつ 

 

3 議題 

 

(1) 校章デザイン案について(報告、選考) 

 

4 その他 

 

5 閉会 



令和 7 年 12 月 8 日 総務部会 

校章デザイン案公募結果報告書 

下記のとおり実施致しましたので報告いたします。 

 

記 

 

1. 公募期間 令和 7年 10月 1日(水)~11月 24日(月・振休) 

 

2. 応募図案数 132案(小学校図案と中学校図案のセットで 1案) 

 

3. 応募者数 99名 

 

4. 応募者内訳 

⚫ 嵐山町内 11名 (15案) 

⚫ 埼玉県内(嵐山町除く) 8名 (12案) 

⚫ 埼玉県外 80名 (105案) 

合計 99名 (132案) 

 

5. 今後の流れ 別紙資料 1-2 別紙 1-3のとおり 

 

6. 応募図案  別紙資料 1-5のとおり 

  

資料 1-1 



令和 7 年 12 月 8 日 総務部会 

校章デザイン選定までの今後の流れ 

 
1. 総務部会対面選考【12月 8日(月)】 

応募された図案について、意見交換を行う。 

【意見交換の際の注意点】 

(1) 公平性を保つため、応募者の個人情報は選考の場では公表しません。 

(2) 応募者の意向を最大限尊重するため、応募図案に手を加えることはし

ません。また、図案作者に図案の修正を依頼することもしません。 

(3) 主に選考対象から除外すべき図案をご協議ください。 

(4) 特定の図案に誘導するような発言は控えてください。 

(5) 対面選考において満場一致でアンケート調査の対象図案を選定できた

場合、1回目、2回目の web投票は実施しません。 

2. 総務部会一次web投票選考【12月 8日(月)~14日(日)】※資料 1-3参照 

選考対象の図案の中で特に校章としてふさわしいと思う図案を、委員 1人に

つき 5案を上限に webにて投票する。投票結果を基に、web投票(2回目)の

対象図案を 10案程度に絞り込む。絞り込む基準は投票結果により教育委員

会学校統合推進課内で判断する。 

3. 総務部会二次web投票【12月 22日(月)~令和 8年 1月 4日(日)】 

選考対象の図案の中で特に校章としてふさわしいと思う図案を、委員 1人に

つき 2案を上限に webにて投票する。投票結果を基に、アンケート調査の

対象図案を 5案程度に絞り込む。絞り込む基準は投票結果により教育委員会

学校統合推進課内で判断する。 

4. デザイン補正、法的確認作業【1月 5日(月)~9日(金)】 

必要に応じてアンケート対象の図案を生成 AIでデザイン補正し、Toreru商

標検索(https://search.toreru.jp/)で商標権等を確認する。 

※応募図案の権利に関する考察は別紙資料 1-4参照 

5. アンケート調査【1月 26日(月)~2月 15日(日)】 

嵐山町内在住者と嵐山町内教育機関等職員を対象に、校章としてふさわしい

と思う図案を 1人につき 1点(小学校図案と中学校図案のセット)回答する。 

6. 総務部会協議、デザイン候補選定【2月 24日(火)~27日(金)のうち 1日】 

アンケート結果を基に対面協議し、第 1候補から第 3候補までを選定する。 

【注意】小中学生の保護者や学校教職員などから、アンケート結果が町民等

の声として反映されているのかどうか疑問視する声も上がっているので、ア

ンケート結果を尊重し協議してください。 

7. 統合準備委員会協議・承認【6.と同日】 

6.で選定した校章候補を協議、承認する 

8. デザイン補正【3月 2日(月)~18日(水)】※手書きの図案を採用する場合 

7.で承認を受けた図案を業者に委託してデザイン補正(トレース)を行う。 

9. 教育委員会へ上申【3月 19日(木)~31日(火)のどこかのタイミング】 

 

(統合準備委員会としてはここまで) 
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 令和 7年 12月 8日 総務部会 

(新校)嵐山町立武蔵嵐山小学校・武蔵嵐山中学校 

校章デザイン案 
web選考 
【第1次選考】 

 

 

選考(回答)日時 

令和 7 年 12 月 8 日(月)総務部会後～12 月 14 日(日) 

※選考(回答)日時を過ぎて回答が無い場合でも回答の催促はしません 

 

選考対象者 

嵐山町立学校統合準備委員会 総務部会委員 

 

選考方法 

校章デザイン案応募一覧(別紙資料 1-5)から新校校章としてふさわしいと思う図案

を 5 案以内(Google 推奨数)で選び、下記回答フォームから数字でご回答ください。 

※校章としてふさわしいと思う順番でご回答ください 

 

【回答フォーム】https://forms.gle/Wvweibg4f7whdh2E8 

 
回答フォーム 

 

【嵐山町立学校統合準備委員会】 

埼玉県比企郡嵐山町大字杉山 1030 番地 1 

嵐山町役場庁舎 嵐山町教育委員会学校統合推進内 

TEL  0493 ( 62 ) 6590 (直) 

FAX  0493 ( 62 ) 0715 

e-mail  saihen@town.ranzan.saitama.jp 
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令和 7 年 12 月 8 日 総務部会 

応募図案の権利に関する考察 

●著作権 
著作権は、創作した時点で自動的に発生するため、届出や登録は原則不要です。た

だし、著作権が移転した場合などに取引の安全を確保するため、文化庁に登録で

きる制度があります。この登録制度は、実名の登録や著作物の第一発行年月日等

の登録、プログラムの著作権に関する創作年月日の登録などがあります。 

○著作権登録の必要性 

不要なケース:著作権を取得すること自体に、届出や登録は必要ありません。 

登録が有効なケース: 

 著作権が譲渡された場合、権利を移された者(譲受人)が第三者に対して権利を

主張するために登録が有効です。 

 著作者の実名が不明な著作物について、著作者であることを推定してもらうた

めに登録できます。 

 著作物が最初に公表された年月日を明確にするために登録できます。(Google 

AIより) 

○著作権登録制度 

日本の著作権登録制度は、特許権などの産業財産権とは異なり、権利の発生要件

ではありません。著作権は、著作物が創作された時点で自動的に発生します(無

方式主義）。しかし、登録をすることで、取引の安全を確保したり、事実関係の

証明を容易にしたりする効果があります。(Google AIより) 

2025 年 10 月時点で校章を著作権登録しているのは、全国で東京都北区の小学

校 4校のみ(学校統合推進課調べ) 

 

●商標登録 
 商標登録とは、商品やサービスの目印となる「商標」を特許庁に登録し、その

商標を独占的に使用できる「商標権」を取得する手続きです。これにより、他

社による不正使用や模倣を防ぎ、自社のブランドを守り、信用を高めることが

できます。登録後は、類似の商標を同一・類似の商品やサービスに使用する第

三者に対し、差止め請求や損害賠償請求などの法的措置を取ることが可能にな

ります。(Google AIより) 

 登録商標はWEBツール「Toreru商標検索」で調査することができます。併せ

て Google画像検索でもダブルチェックすることができます。 

 

⇒他人の商標権の発生を確認する商標調査とは違い、他人の著作権の発生を調

査することは事実上不可能、と言わざるを得ません。 

(紫苑商標特許事務所WEBサイトより) 
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令和 7 年 12 月 8 日 総務部会 

嵐山町立武蔵嵐山小学校・武蔵嵐山中学校 校章デザイン案応募一覧 

No. 図案(上：小学校、下：中学校) 図案説明 

1 

 

 

【小学校】町花「つつじ」に「鳥」・小学校の「小」を基本に、

「未来に向かって飛翔・羽ばたく翼」「健やかな嵐山っ子(児

童)」・夢や希望に向かって生き生きと羽ばたくこども(児童)の

姿にイメージを重ねデザイン。また、色彩は「豊かな自然環境」

を表しています。 

【中学校】Ranzan の「R」に「鳥」・中学校の「中」を基本に、

「未来に向かって羽ばたく生徒の姿」をイメージし、全体のフ

ォルムで「高い知性・豊かな感情・強い意志」「豊かさと優し

さ」を育てながら未来に羽ばたく生徒の姿を表すとともに、無

限の広がりをデザイン。 

2 

 

 

町名の嵐のごとく、台風の目をイメージした図形です。小学 6

年間では六角・中学 3 年間では三角に丸みを付けて人の為に

役立つ知識が満杯になる事を意味し、誰でも認識できる様に

シンプルに図案化しました。 

3 

 

 

校名の始まりの「む」を豊かな緑、川の水や空気の流れで表現

し、最後の点を太陽と子どもの顔に見立てる。「む・RANZAN」

に「小」と「中」を配し、モダンな同一意匠での一体感を創出

し、家紋的な意匠を脱却した。全く違うデザインよりも 2 校

のつながりが、より深く感じられるよう意図した。シンプルさ

により「む・小」「む・中」が両校のシンボルとして輝きを放

つことを心から願う。 

4 

 

美しい自然に囲まれた環境で、真っ直ぐに学ぶ生徒達を『武蔵

嵐山』の文字を使用して、デザインを仕上げました。小学校 6

年・中学校 3 年を破線を含めた 9 本の罫線で表現しておりま

す。全体の色使いは、緑と水と暖かさと優しさを感じさせる色

調にまとめました。 
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5 

 

 

嵐山町の木「梅」の花をモチーフにして小学校は若葉色・中学

校は実り色に区別し 15 年、楽しかった学校生活の学びを意味

し誰でも認識できる様にシンプルに図案化しました。 

6 

 

 

●小学校 

学校を表す文を使い小の字と武蔵嵐山を入れました。 

●中学校 

学校を表す文を使い武蔵嵐山を入れ、中学校の中を入れ表し

ています。 

7 

 

 

●小学校 

嵐山と小を文字を丸の中に入れました。 

●中学校 

武蔵嵐山と○中で形を表しています。 

8 

 

 

未来に向けて生徒の皆さんが、羽ばたく様子を表現しました。 

嵐山の読み方を英文で表記しました。 
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9 

 

 

一つの丸(輪)を併合される小学校３校、中学校２校を３重、２

重で表し、小学校は「梅」中学校は「ツツジ」嵐山町の町木、

町花の花をモチーフに表現しました。 

併合後も生徒の皆さんがひとつにまとまって、花がいっぱい

咲きますように。 

10 

 

 

武蔵嵐山小学校と武蔵嵐山中学校は「小」・「中」と読みを変え

ることでデザインを変えました。 

小学校を六つ、中学生を三つの罫で描き、各々学ぶ年、嵐山渓

谷の岩畳・清流・自然あふれる景観をイメージ、そして「嵐」

の文字を彷彿、また大地に佇む児童・生徒と見立て嵐山町を愛

する姿を表わしてあります。 

11 

 

 

自然が多い嵐山を葉でハート型にデザインしました。 

子供が未来に翔く姿を羽で表現しています。 

12 

 

 

嵐山町のおおむらさきをモチーフにしました。 
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13 

 

 

自然の多い嵐山町をハート型の葉で表現しました。 

中学校は実をつけることにより成長を意味しています。 

14 

 

 

町のシンボルである国蝶のオオムラサキを中心にデザインし

ました。 

嵐山の文字はひとかたまりになるようにデザインしました。 

小学校中学校ともに同一のデザインとし、両校の統一性を持

たせました。 

15 

 

 

三角形と逆三角形でそれぞれ「小」「中」という漢字のシルエ

ットを表現している。また、中央には「嵐山」のイニシャルで

ある「R」を配置し、この部分単体でも小中学校の見分けがつ

くように、左部分を反転させた。配色については、紫はラベン

ダーとオオムラサキを、緑と赤は嵐山渓谷の木々とその紅葉

した様子を意味する。嵐山渓谷の美しい自然と、小学生から中

学生へと成長してゆく時間の経過を表現した。 

16 

 

 

嵐山町は宝と言うべき昆虫が数多く生息している。なかでも

蝶々のオオムラサキと蜻蛉のアオサナエは希少性が高い。こ

こに着目し、町ならではの象徴として校章のモチーフにすべ

きと考えた。オオムラサキの胴体と模様の中に「小」をオアサ

ナエが翅を広げた姿を「中」に見立てた図案をデザインした。

児童生徒と学校の飛躍をイメージできるシンプルで誰にでも

すぐに分かる校章である。 
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17 

 

 

【小学校】オオムラサキと嵐山渓谷をイメージしたデザイン

を考えてみました。豊かな自然に囲まれた小学校で子供達に

はのびのびと学んでほしいと願いをこめています。 

【中学校】横から見たオオムラサキと風を組み合わせてみま

した。どんな風を受けても自分で決めた道に向って進んで行

ってほしいという思いを込めています。 

18 

 

 

嵐山町の太平山をイメージして描きました。嵐山町の美しい

自然を生徒一人一人がいつまでも、心に刻んでほしい想いを

込めました。嵐山町での四季折々の様に雄大な精神を育む、助

け合い、笑い合う、この町を支える人間を描きました。全体的

に見た時に、「武蔵」と嵐山町の「ら」に見えるデザインにし、

小学校も中学校のどちらも大きく拡がって行く姿にしまし

た。 

19 

 

 

嵐山町のシンボルであるツツジをモチーフにデザインしまし

た。小学校の校章は、丸みのあるフォルムで、元気にのびのび

と成長できるようなイメージを込めました。中学校の校章は、

小学校より大人びて、学力の育成や豊かな心と健やかな体の

育成をイメージできるように、線も細めなシックなデザイン

にしました。 

20 

 

 

武蔵嵐山小学校の校章は桜の花びらを二重にした形としまし

た。中心の丸の中に「小」の字を入れました。 

 

武蔵嵐山中学校の校章は、桜の花の後ろに未来に向かって放

たれる光をかたどったものを配置しました。中心の丸の中に

「中」の字を入れました。 
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21 

 

 

嵐山(RANZAN)の頭文字「R」をデザイン化しました。 

小学校、中学校は R を構成する線の数で 2 本線、3 本線と描

いています。 

スッキリとわかりやすいデザインとしました。 

22 

 

 

武蔵嵐山小学校・中学校両校の頭文字「MR」と町の花「つつ

じ」をモチーフに、心豊かな自然に抱かれた小・中学校周辺と

両校「小・中」の文字を表し、温かい愛情に包まれ、児童・生

徒の将来への大きな“夢や希望”を目標に更なる飛翔・発展・

向上する明るい元気な活気にあふれる「武蔵嵐山小学校」と

「武蔵嵐山中学校」の輝かしい姿を力強くアピールしていま

い。 

23 

 

 

武蔵嵐山小学校・中学校両校の頭文字「MR(飛鳥)」と町の花

「つつじ」をモチーフに、心豊かな自然に抱かれた学校周辺と

中に「小・中」の文字を表し、温かい愛情に包まれ、児童・生

徒の将来への大きな“夢や希望”を目標に更なる飛翔・発展・

向上する明るい元気な活気にあふれる「武蔵嵐山小学校」・「武

蔵嵐山中学校」両校の輝かしい姿をアピールしています。 

24 

 

 

【小学校】嵐山町ゆかりの畠山重忠の家紋の「桐」の花びら及

び葉をモチーフに、「桐」のもつ、高貴で偉大、重忠の誠実で

思いやりの人柄をイメージし、表現しました。また、「小」文

字部分にの嵐山町のシンボル・オオムラサキのイラストを合

わせて図案化しました。3 枚葉で「3 校統合」を、また「小」

周りの「輪」で「小中一貫教育」の「一体感」を表現していま

す。【中学校】嵐山町ゆかりの畠山重忠の家紋の「桐」の花び

らをモチーフに、「桐」のもつ、高貴で偉大、重忠の誠実誠実

で思いやりの人柄をイメージし、表現しました。また「中」文

字部分にの嵐山町のシンボルのオオムラサキのイラストを合

わせて図案化しました。5 裂平開きの花冠は、5 校の「小中一

貫教育」を、また「中」周りの「輪」で「小中一貫教育」の「一

体感」を表現しています。 



7 

 

25 

 

 

【小学校】嵐山町のシンボル「国蝶・オオムラサキ」と嵐山の

「嵐」の文字をモチーフに図案化しました。オオムラサキの力

強く、雄大に飛び廻る姿と子供達が夢と志を持ち可能性にト

ライしながら、たくましく成長していく姿をイメージして、表

現しました。また周りの「リング」で、「小中一貫教育」の「一

体感」を表現しています。【中学校】嵐山町のシンボル「国蝶・

オオムラサキ」と嵐山の「嵐」の文字をモチーフに図案化しま

した。オオムラサキの力強く、雄大に飛び廻る姿と子供達が夢

と志を持ち可能性にトライしながら、たくましく成長してい

く姿をイメージし、蝶の「し脈」とよばれる筋状のものでより

「力強い姿」を、また周りの「リング」で「小中一貫教育」の

「一体感」を表現しています。 

26 

 

 

嵐山町について調べたところ、国蝶のオオムラサキが生息す

るとのことで、小学生の子どもが親しみやすい蝶をメインに

デザインしました。 

また、嵐山町の木が梅なので、中学は梅の花に分かりやすく

「嵐」の字を入れました。 

27 

 

 

オオムラサキをモチーフに、よりシンプルに、より分かりやす

くとなるように考えデザインしました。「蝶の形」と「武蔵嵐

山〇」まで一緒にすることにより、小学校、中学校が一体とな

った 9 年制となるイメージで、卒業しても「校章が蝶のマー

クだったよね!」と印象付けられるようにしました。白黒ベー

スでも良いですが、オオムラサキのような紫色がイメージカ

ラーです。 

28 

 

 

嵐山町の偉人「畠山重忠」ゆかりの「五三の桐」は伝統と格式

の証です。この古き伝統と新しい英語のロゴを組み合わせた

校章デザインとしました。ここには郷土を愛する気持ちと世

界へ羽ばたいてほしい願いを込めました。周囲の円は、小学校

が 3 本、これは 3 つの小学校が集まって和(輪)をなしたもの、

中学校は 2 つの中学校が集まって和(輪)をなすことを表して

います。 
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29 

 

 

リング＝輪＝和。小学校と中学校を英語表記にすることでグ

ローバル社会で活躍する人になってほしいという願いを込め

ました。リングの中は五三桐のモチーフを人・ペン、そして、

嵐山町の木、梅に変えて表現しました。【小学校】３つの小学

校の子供達が手をつなぎ１つの新しい学校で将来にむけて大

きく成長してほしい。【中学校】ペンは学びの尊さを表現する

シンボルでもあり、玉ノ岡中の校章にも表現されていたシン

ボルを使用しました。ペンが扇状に配置しているのも、広く知

識を得てほしいという意味も込めました。色は嵐山町のラベ

ンダー園 ラベンダーの色、嵐山町の木 梅の色、嵐山町の花 

ツツジの色で表現しました。 

30 

 

 

嵐山町のシンボルであるツツジの花をモチーフにしました。

ツツジには「慎み」や「節度」「節制」「自制心」「努力」「訓練」

といった意味があり、左右非対称にすることで力強さを表現

しています。また三角形には力や繁栄、成功、調和という意味

があります。中学校と小学校で三角形の向きを変えることで

ストーリー性を持たせました。 

31 

 

 

町の花であるツツジをモチーフに学びあを堅持したイメージ

でデザイン化しました。 

32 

 

 

すくすく育つ子供達の姿を植物に、学びを深めてひらめきを

得る瞬間を電球に見立てて制作した。小学校の方は子供達を

双葉に例え、中学校の方は双葉が成長した姿として表現した。

また、各校章が見分けやすいよう小・中学校の英語表記の頭文

字をデザインに組み込んだ。加えて、嵐山町はラベンダー園に

力を入れていることから、配色は紫と緑を使用して制作した。 
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33 

 

 

フレームは、ラベンダーと絆や繋がりを意識した鎖型、色は紫

色にしました。嵐小、嵐中の周りには、国蝶オオムラサキを想

像させるマークを入れました。小学校はこれから花開いて欲

しい、中学校はこれから羽ばたいて欲しいという願いを込め

て作成しました。 

34 

 

 

四つ角の花は嵐山町を象徴するラベンダーの葉っぱ。ダイヤ

の形の意味は、宝石のダイヤモンドが持つ永遠性や輝きから、

愛情や結びつきの象徴として使われていることから、嵐山町

の絆や結びつきを今後も増やしていきたいという意味。 

35 

 

 

嵐山町といえば『オオムラサキ』というイメージが強いため

『オオムラサキ』をメインに嵐山町の学生たちが元気に大き

く、世界へ強く羽ばたいていって欲しい、という気持ちをデザ

インしてみました。小学校校章は羽化して間もない羽ばたく

前をイメージし、中学校校章は全身を大きく広げ『これから飛

び立つ』というイメージです。更に、成長と共に、羽の模様の

丸をひとつ増やすことで嵐山町で有名な『畠山重忠』の家紋で

ある『小紋村濃』の特徴的な丸の並びにも見えるかと思いま

す。校章というと古いイメージがありますが、再編され新しい

学校という事で、嵐山町の特色を残しつつ今までにない斬新

なデザインが出来たと思います。 

36 

 

 

「嵐」の文字をデザイン化しています。 

どんな嵐が吹いても果敢に立ち向かえる精神を養って！がコ

ンセプトです。 
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37 

 

 

「嵐」の文字をデザイン化しています。 

どんな嵐が吹いても果敢に立ち向かえる精神を養って！がコ

ンセプトです。 

38 

 

 

武蔵という単語から着想を得て、武士が着ていた家紋が刻ま

れた着物である紋付をモチーフにして二つの正円を採用しま

した。配色は嵐山町を象徴する豊かなラベンダー畑を想起さ

せるような品のある紫を使い、家紋を象徴する正円は紫を引

き立てるとともに厳かに光り輝くような黄色を使いました。

視認性を高めるためにデザインはシンプルでありながらも、

毅然とした教育機関に相応しい芯の強さを持たせました。 

39 

 

 

嵐山町の豊かな自然を象徴する「渓谷」をモチーフに、小学校

と中学校を一体的に表現しました。 

小学校は丸型と青空の青で、明るく伸びやかな成長を。中学校

は五角形と夕焼けの橙で、力強く自立へ向かう姿を現してい

ます。 

形と色の変化で学びの繋がりと成長の歩みを込めました。 

40 

 

 

この校章は、小学校の方がつつじをイメージしており、周りの

枠を川に見立てており自然を表しております。 

中学校の方がオオムラサキを表しております。周りの枠を川

に見立てております。二つ合わせると自然と川という共通点

があります。 

色も少なめにしました。 
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41 

 

 

小学校、中学校ともに嵐山町で有名な花ラベンダーをモチー

フに制作しました。 

「小」「中」の真ん中の縦棒をラベンダーに変えることで嵐山

町らしさを出しつつ落ち着いた雰囲気の校章デザインにしま

した。「小」「中」を囲んでいる八角形は、日本では「八」が「末

広がり」らゆる方向からの良い運気を呼び込むとされている

ので縁起がいいと思い文字を囲むように八角形を使いまし

た。 

42 

 

 

嵐山の小学校、中学校であることがわかるように「嵐」と

「小」、「中」の文字を入れた。また、ラベンダー畑が有名なの

でラベンダーを入れ、嵐山町が持つ自然の特徴である渓谷、ラ

ベンダー畑、川の 3 要素をラベンダーの花びらの枚数で表し

た。そして、三角形で山を、二十線で川を表した。 

43 

 

 

嵐山小学校と嵐山中学校にどちらも真ん中に嵐山の文字を入

れました。文字が緑色の理は芽吹き、成長など学生達が日々成

長する姿や未来への希望を表す色です。そして周りの花びら

は嵐山市の象徴であるラベンダーを意識しました。形は丸を

意識し、ボタンにも使いやすいと思いました。 

44 

 

 

この校章デザインは、嵐山町の象徴である国蝶「オオムラサキ」と、町

を流れる都幾川・槻川の清流をテーマにしています。小学校の図案は、

オオムラサキのさなぎをモチーフにしました。これから羽化する前の

静かな力強さを表現。学びの基礎を築く小学生の姿を重ねています。

中学校の図案は、美しい羽を大きく広げた成虫のオオムラサキを表し

ました。小学校時代を経て、より大きく、より美しく羽ばたく中学生の

成長をイメージしています。両図案は紫色を基調としました。オオム

ラサキの青紫の美しさや力強さを表現し、古くから伝わる紫という色

を通して伝統と革新が調和する新しい学校の姿を表しています。2 つ

の図案は形態の変化によって成長を表しながら、同じ色彩と構成要素

によって統一性を保っています。子どもたちが小学校から中学校へと

進学する際に、「次はあの美しい羽を広げられる」という希望と誇りを

持てるデザインを目指しました。 
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45 

 

 

〈武蔵嵐山小学校〉嵐山の自然を象徴する「紅葉」をモチーフ

に、地域に根ざした学校を表現しました。中央の「小」の字は

力強く配置し、児童の健やかな成長と学びの基礎を築く姿を

象徴しています。温かみのある赤色は、元気と情熱をイメージ

しています。 

〈武蔵嵐山中学校〉「蝶」をモチーフに、羽ばたくように未来

へと成長していく生徒の姿を表現しました。中央の「中」の字

を羽に重ねることで、学びと個性の調和を表しています。落ち

着いた青紫色は、知性・品格・自立をイメージしています。 

46 

 

 

嵐山町の豊かな自然と穏やかな風景をテーマにデザインしま

した。町の象徴であるラベンダーをモチーフに、全体にラベン

ダー色を用い、その他の色は町を囲む山々の緑を使用し、優し

い雰囲気を表現しました。 

また、校章の丸い形は、自然の柔らかさ、学校での学びを通し

て大きな輪を広げてくことを意味しています。 

47 

 

 

●構成要素について 

現行の 3 つの小学校と 2 つの中学校、それぞれのロゴには、これまで

の歩みや象徴、そして地域への想いなど、さまざまな意味が込められ

ています。長い年月の中で多くの子どもたちに親しまれてきたそのシ

ンボルを大切に、誰もがいつまでも母校を想い続けられるよう、各校

のロゴから一つずつ要素を受け継ぎ、ここから新たな歴史がはじまる

ことを表現しました。志賀小からは「樫の葉」、七郷小からは「ダイ

ヤ」のモチーフ、菅谷小・菅谷中からは「柏の葉」、玉ノ岡中からは「勾

玉」を取り入れています。 

●文字について 

書体は、いくつかの学校で使用されていた「てん書体」をもとに、全体

がやわらかく、親しみやすい印象となるよう調整を加えました。「嵐

小・嵐中」という新たな呼称が地域に根づき、 

長く愛されていくことへの願いを込めています。 

48 

 

 

親しみのある桐の「葉」を背景に、小学校には都幾川桜堤の

「桜」、中学校には嵐山町の木「梅」を配したデザイン。桐の

葉 3 枚は生きる力「智・徳・体」を育む願いであり、花の数は

小学校 3 校、中学校 2 校の統合を意味します。それぞれのカ

ラー配色は、新設校にふさわしく明るく元気な色を選択。 
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49 

 

 

新校が設置される場所にある菅谷小学校と菅谷中学校の校章

に使われている「桐」をベースに、小学校には都幾川桜堤の

「桜」、中学校には嵐山町の木「梅」を配置。ラベンダーは未

来への希望に由来する「期待」を表す花言葉から、生徒の健や

かな成長への願いを込めて配しています。クロスするラベン

ダーは「共創」を意味し、1 本に 9 個ある花は、小・中学校合

わせて 9 年間の子どもたちの成長、学びのつながりを表現し

ています。 

50 

 

 

嵐山町の頭文字イニシャル「R」をモチーフに、小学校は 3 校、

中学校は 2 校を統合する意味のラインを合わせています。6 角

形は 6 学年の小学校を、9 角形は中学校までの 9 年間の義務

教育を表現。中学校は英語訳で junior high school の「J」を

標記し、小学校は明るく元気なカラーで、中学校は落ち着いた

カラーで彩色しています。上方に向かうラインは「生きる力」

をはぐくむ願いであり、星は「希望」を表現しています。 

51 

 

 

両校の校章を葉をシンボルにして、小学校の方は「自然・優し

さ・芽生え」を意識して、中央には嵐小と入れて制作致しまし

た。 

中学校の方は「知性・飛翔・成長」を意識して、嵐小と同じ様

に中央には嵐中と入れて制作致しました。 

52 

 

 

丸い枠の中に、武蔵嵐山の自然と子どもたちの姿をまとめた

図案です。武蔵嵐山のなだらかな山なみを表現しました。上部

の三枚のもみじは、色づきの違う葉を並べることで、「一人ひ

とり違う個性が、同じ空の下で輝いている様子」と、「季節の

移ろいの美しさ」を象徴しました。三枚という数には「知・徳・

体」の三つの柱をイメージしました 
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53 

 

 

学校名の「武」「嵐」と町の花「ツツジ」をモチーフにしてシ

ンプルにシンボライズ。小学校は緑色、中学校は紺色に色分け

しました。 

54 

 

 

まず、小学校・中学校に共通して取り入れたモチーフは「オオムラサキ」です。嵐

山町には歴史・自然・文化など多くの象徴がありますが、子どもたちの記憶に残り、

生涯寄り添う校章を考えたとき、地域を代表する「オオムラサキ」を選びました。

それぞれの校章は片側の羽だけをデザインしており、小学校・中学校の校章を合わ

せると、一羽の大きく羽ばたくオオムラサキが完成します。武蔵嵐山小学校・中学

校を経て未来へ大きく羽ばたいていってほしいという願いと、地域と学校がとも

に歩む姿を表現しています。また、学校名「武蔵嵐山」は画数が多く、校章に入れ

ると刺繍や印刷の際に潰れてしまう可能性があったため、頭文字である「M」をモ

チーフとしてデザインしました。この「M」には、嵐山町の象徴である山並みのイ

メージも重ねています。小学校の校章は若葉や淡い緑を基調に、柔らかく上へ伸び

るカーブで「学びのスタート」や「これからの成長」を表現しました。「M」の形

も、やさしさや温かさを感じられるよう意識して制作しています。中学校の校章は

青〜紫を基調とし、小学校よりも力強く、未来に向かって進んでいく姿勢をイメー

ジしています。「M」は光へ向かうような伸びやかさを持たせ、自立や意志の強さ

を表現しました。 

55 

 

 

上部に記載の図案が中学校、下部が小学校です。小学校、中学校共に嵐

山町の町章と嵐山渓谷を模した川の図案を用いました。この図案には

嵐山町で唯一の小学校中学校となる武蔵嵐山小学校、中学校が嵐山町

の象徴になるようにという思いを込めました。そして、中学校、小学校

で下地の色を変えた理由も説明します。まず、小学校をオレンジ色に

した理由です。このオレンジ色は嵐山渓谷の紅葉の景色をもしていま

すが、それだけでなく、オレンジ色は明るくて元気でたくましい感じ

のする色なので、小学生たちが明るくて元気でたくましく居てくれた

らなという思いを込めています。対して中学生は小学生より 1 歩大人

になっていくと思うので、オレンジ色よりも落ち着きのある緑色を用

いました。また、この緑色は夏の嵐山渓谷を模しているのですが、見た

目は大人になって落ち着きのでてきた中学生も中身は暑い夏のよう

に、熱い思いを持っていてほしいなと言う思いを込めました。 

56 

 

 

全体の大きな星型は子供たちの未来を表しています。それぞ

れの方向性を 6 つの放射状の線で表しています。中央の小さ

な 3 つの星は、3 つの小学校の歴史を表しています。中学校

は、翼によりさらに大きく羽ばたいていく、生徒たちを表して

います。中央の星は、学生生活が輝かしいものを表していま

す。 



15 

 

57 

 

 

円形から小さな円形がそれぞれの方向へ向かうことにより学

校教育の多様な方向性を表しています。中学校名を表示し新

たな中学校のスタートを表しています。星型(横長)と円形を二

重にすることにより従来の 2 校の歴史を表しています。 

58 

 

 

学校名の「武」「嵐」と町の花「ツツジ」をモチーフにしてシ

ンプルにシンボライズ。小学校は緑色、中学校は紺色に色分け

しました。 

59 

 

 

モチーフとしたツツジは町の花を表すとともに、それぞれ統

合する小学校の 3 校、中学の 2 校を意味しています。 

また両サイドの上昇する清流は名前の由来となった嵐山渓谷

(京都嵐山)を象徴し、将来にむけ飛躍する生徒の姿を表しそれ

ぞれ統合する 3 校、2 校お互いに協力しあい新たな歴史を築

いていく事を表現しました。 

60 

 

 

小学校、中学校ともにできるだけ既存の校章デザインにならないよ

う意識して作成しました。図案は子供の健やかな成長と嵐山町の永

劫発展の象徴として天然記念物である大銀杏の葉をベースとして

作成しました。小学校はもえぎ色のズボン型葉、中学校は緑色の手

のひら型葉を配置しています。これには元気に飛び回る小学校時代

と主体性が芽生え自らの手で何かを掴み取り始める中学校時代の

象徴と子供の成長の意味を込めました。また、図案下部の払いはア

ルファベットの L と R を表しております。その L には Lean(強い

て勉める勉強ではなく、自発的な学びの意味)と Love(博愛)、R(Ra

nzan の地)の意味を込めてデザインしております。将来活躍するで

あろう子どもたちが嵐山町の学びの場ですくすくと学び育つこと

を祈念しております。 
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61 

 

 

●嵐山町の町の木「梅」の花をベ－スにする事で、地域に守ら

れ地域の未来を担う小・中学校を表わしています。●花びらの

重なりに、子らの友達を思う心・感謝を忘れぬ心で切磋琢磨し

勉学に励む学校の意味を込めています。●英字表記は、世界の

広い知識で連携し次代を担う子らを象徴しています。●小学

校章は、梅の花の真っ白で純粋な思いを子らの健康な成長に

重ねています。●中学校章は、国蝶オオムラサキのカラーリン

グを取り入れて上級生の気品を織り込みました。 

62 

 

 

本校の校章デザイン案は、嵐山町の豊かな自然環境を象徴す

る武蔵嵐山の山々と、町にゆかりが深く日本の国蝶であるオ

オムラサキをモチーフとしています。未来へ力強く羽ばたく

オオムラサキの姿は、新しく生まれ変わる学校の希望、そして

子どもたちの健やかな成長と躍進を象徴しています。また、二

つの校章の図案を共通とすることで、新校名が示す小学校と

中学校の強い連携と統一性を表現しました。その上で、小学校

校章は地域との広がりを示す円形で構成し、中学校校章は自

立心と規律を示す力強い六角形で構成することで、それぞれ

の学校で培われるべき教育理念を具体的に体現しています。 

63 

 

 

図案は嵐山町の『R』の字をモチーフに作成しました。デザイ

ンは既存の校章にならないようにかつ未来を感じることがで

きるようなイメージを意識しました。『R』の縦線にあたる斜

めの線はペンや学びを象徴してあります。また、曲線は元気な

子どもたちの躍動感の他、嵐山町ゆかりの人物である武蔵武

士(畠山氏)による文武両道の活躍を刀身の残像という形で表

現しました。円は子どもたちが得た知識や経験を表していま

す。嵐山町の学びの場から心身健やかに得た宝を手に未来に

飛び出し活躍してほしいという願いを込めております。 

64 

 

 

本デザインでは、嵐山町の町花であるツツジを小学校章に、嵐

山町が生息地である国蝶のオオムラサキを中学校章に採用い

たしました。ツツジには、学舎で健やかに育ち、能力が花開く

ことへの願いを込めています。一方、中学校章のオオムラサキ

には力強く羽ばたく姿に、自立し未来へ向かって成長してい

く中学生の姿を重ねて表現しました。また、小中学校が併設さ

れる点を考慮し、花と蝶が重なり合わずに繋がる構成でデザ

インしています。この繋がりは、花と蝶のように互いの存在が

あってこそ成り立つ学校生活を象徴しています。 
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65 

 

 

嵐山町の山並みを図案化し学生達の様々な可能性と方向性を

表せるように多角形で表しました。ラベンダーの真っ直ぐに

育つ様を図案化して取り入れました。 

66 

 

 

嵐山町の山並みを図案化し学生達の様々な可能性と方向性、

向上心を表現しました。ラベンダーの真っ直ぐに育つ様を図

案化して取り入れました。 

67 

 

 

嵐山町の木「梅」の花びらを小学校の校章に、生息地として有

名な国蝶「オオムラサキ」の羽を図案化したものを中学校の校

章の背景に配し、「嵐山」の文字を小、中の文字と組み合わせ、

それぞれ一体感を示したものに武蔵の名称を組入れ、豊かな

自然に育まれた学び舎で、伸びやかに成長する生徒の姿をイ

メージし、地域の人々からも親しまれるような校章に仕上げ

ました。 

68 

 

 

嵐山の特徴であるラベンダーは、新しく出来る小、中学校に幸

せをもたらしてくれることでしょう。デザインの構図の意味

としては、ラベンダーで山を表現し小、中の文字で川の流れを

表現し 嵐山町の自然豊かな要素を校章に取り入れてみまし

た。そして、2 つのデザインの違いとしてはラベンダーの数を

増やすことで子供たちの成長を表現してみました。 
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69 

 

 

武蔵嵐山の「M」と「R」を組み合わせました。嵐山町の名所 

嵐山渓谷をイメージしています。深みのある青色と赤色を使

用して、小学校から中学校へと深く学び成熟していく様子を

あらわしました。 

清澄・さわやかな学び舎で児童生徒の成長を見守る教職員、保

護者、地域の皆様の風通しの良さをベースに込めました。 

70 

 

 

シンボル全体は「嵐」の形をとり、校章として力強い印象を持

たせています。その中に蝶を配置することで、 

•変容(=学びを通した成長) 

•多様性(=一人ひとりの個性) 

•希望(=未来へ羽ばたく意志) 

を象徴しました。 

厳しさと優しさ、力強さと美しさを一つに融合させ、学校が子

どもたちを守り育てる場であることを表現しています。 

71 

 

 

まるで花のように見えるこの形は、実は「オオムラサキ」の羽

です。羽化し、自由に空へ舞い上がる蝶の姿は、無限の可能性

を秘めた子どもたちそのもの。やさしさと力強さを併せ持ち、

どんな嵐にも負けずに羽ばたく未来を願ってデザインしまし

た。 

72 

 

 

緑は山と生命力、紫はオオムラサキの美しさと知性を表しま

す。中央の白い部分は、純粋な心と学びの原点を象徴していま

す。「嵐」を基礎に、山の恵みと蝶の羽ばたきが重なる構図は、

すべての子どもが、自らの未来へ道を切り拓くという願いを

込めています。 
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73 

 

 

●国蝶オオムラサキをモチーフに大地と青い空の恵まれた嵐

山町の自然を背景にしています。●美しい自然の地域に守ら

れ地域の未来を担う小学校・中学校の意味を込めています。●

優雅に舞い強く生きるオオムラサキに、友達を思う心・感謝を

忘れぬ美しい心で勉学に励む姿を重ねています。●大空に向

かって飛翔する美しい蝶に子らの成長を込めてデザインして

います。●世界の広い知識で次代を担う子らへの思いから学

校名を英字のフル表記としています。●小学校章・中学校章は

基本デザインを同じとし表記文字とカラーリングで分けてい

ます。 

74 

 

 

小学校と中学校が同じ敷地内でつながり、児童・生徒が成長し

ていく様子を「国蝶オオムラサキ」で表現しています。小学校

の小を表す左右の三角形の羽と、中学校の中を表す長方形の

羽が、中央の身体を軸に一つの形となることで、「連続した学

び」と「一体感」を象徴しています。また、小学校から中学校

へとステップアップしていく様子をデザインにしました。紫

色は嵐山町武蔵嵐山地区の象徴でもある国蝶オオムラサキを

イメージし、“誇り”と“未来への広がり”を表現しています。 

75 

 

 

嵐山という名前から RN で嵐山と分かるようにしました。ま

た、嵐山という名前と嵐山町の自然豊かさが表現できるよう

に三角形で山を表現し、緑を使用しました。右にある紫色は三

角形を組み合わせて嵐山町に生息するオオムラサキという蝶

を表現して嵐山町ならではの校章を作成しました。 

76 

 

 

嵐山町の頭文字のローマ字「R」をモチーフに長方形で構成し

たシンプルな形に仕上げました。長方形でまっすぐ揺らぎの

ない形は、子どもたちの成長姿などを表しました。嵐山町のイ

メージを大切に“山”の色で緑を基調にし、地域らしさも表現し

ました。小学校、中学校両方で同じ形を使いながらも色を変え

ることで個性を持って成長していく姿をイメージしました。 
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77 

 

 

嵐山町で有名なラベンダーをメインに構成しました。細かく

すると校章バッジにした時にわかりにくいため、ぱっと見た

だけで分かりやすい簡易的なデザインにしました。また、有名

なオオムラサキを描き、小学校のデザインでは止まっていた

蝶を中学校のデザインでは羽ばたかせる事で、成長し羽ばた

いて欲しいという気持ちを表現し、嵐山町ならではのデザイ

ンにこだわりました。 

78 

 

 

嵐山町のマスコットであるむさし嵐丸の元であるオオムラサ

キをベースに、太陽とラベンダーを追加して校章を作りまし

た。できるだけ派手ではなく、かつ個性的な校章にしました。 

79 

 

 

歴史ある令制下での武蔵国の名が校名にあることから、厳格

さを前面に出したデザインとしました。秋に嵐山渓谷を彩る

紅葉を大きく配し、嵐山町の豊かな自然を表現しました。小学

校校章には愛着をもてるよう柔らかな字体の「小」の漢字を、

中学校校章には一歩大人へと近づいた証として厳格さを含め

た字体の「中」の漢字を紅葉の中に置きました。紅葉の左右に

は、校名からとった「武・嵐(むらん)」を配置し、一目で武蔵

嵐山小中学校であることが認識できるようにしました。 

80 

 

 

歴史ある令制下での武蔵国の名が校名にあることから、「和」

を意識するデザインとしました。嵐山渓谷にて可憐な白花を

咲かせるユキヤナギを左右に配し、嵐山町の豊かな自然を表

現しました。嵐山町立の小学校・中学校であることから、中央

には「嵐」の漢字を大きく置きました。小学校校章には愛着を

もてるよう柔らかな字体の「小」の漢字を、中学校校章には一

歩大人へと近づいた証として厳格さを含めた字体の「中」の漢

字を置きました。全体として、生徒一人一人がユキヤナギのよ

うに咲き誇り、自然に囲まれながらのびのびと活発に成長で

きる環境を意識して描きました。 
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81 

 

 

歴史ある令制下での武蔵国の名が校名にあることから、全体

として「和」を基調とするデザインとしました。嵐山渓谷にて

可憐な白花を咲かせるユキヤナギ、秋に渓谷を彩る紅葉を大

きく配し、嵐山町の豊かな自然を表現しました。小学校校章に

は愛着をもてるよう柔らかな字体の「小」の漢字を、中学校校

章には一歩大人へと近づいた証として厳格さを含めた字体の

「中」の漢字を置きました。視認性を高めるための外枠には扇

形の図形を選びこれは嵐山渓谷の景観を図式化したもので

す。扇の形には「発展」の意味があり、また嵐山金泉寺の大イ

チョウをも表しています。小中両校の校章を合わせると翼に

見えるようにもなっており、ここから「自由」と「成長」の意

を込めました。 

82 

 

 

学校名の「武」「嵐」と町の花「ツツジ」をモチーフにしてシ

ンプルにシンボライズ。小学校は緑色、中学校は紺色に色分け

しました。 

83 

 

 

上下に「ラン山」を配置山は木々を入れランは川をイメージし

てデザインしています。中央にはオオムラサキ蝶とカワセミ

をモチーフに小、中を象形化。嵐山町の自然豊かな環境で自然

と共に育って欲しいとの思いを形にしました。 

84 

 

 

嵐山の文字をひし形の中にデザイン化しました。その中に、小

学校の「小」と中学校の「中」を入れています。小学校はオレ

ンジ色ときみどり色、中学校は濃いオレンジ色と緑色、また、

小学校のひし形は、角を丸くしています。山の先が天の向かっ

て未来に向かって飛躍・発展を表しています。 
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85 

 

 

校章のベースは嵐山町のシンボルであるオオムラサキと嵐山

町の花であるツツジにしました。学生たちが将来に向かって

羽ばたいていく姿をオオムラサキで表現しました。ツツジの

花言葉は節度、努力などがあり、校章にしたいと思いました。

そして小学校中学校を通した 9 年間で自分の花を咲かせられ

る学舎になって欲しいという願いを込めました。小学校は統

合する七郷小、志賀小、菅谷小の校章を意識して、中学校は統

合する玉ノ岡中、菅谷中の校章を意識してデザインしました。

新しい学校も地元の人たちに愛される学校であって欲しいと

思い元のデザインを意識してデザインしました。 

86 

 

 

校章のベースは嵐山町のシンボルであるオオムラサキと嵐山

町の花であるツツジにしました。学生たちが将来に向かって

羽ばたいていく姿をオオムラサキで表現しました。ツツジの

花言葉は節度、努力などがあり、校章にしたいと思いました。

そして小学校中学校を通した 9 年間で自分の花を咲かせられ

る学舎になって欲しいという願いを込めました。小学校は統

合する七郷小、志賀小、菅谷小の校章を意識して、中学校は統

合する玉ノ岡中、菅谷中の校章を意識してデザインしました。

新しい学校も地元の人たちに愛される学校であって欲しいと

思い元のデザインを意識してデザインしました。 

87 

 

 

嵐山町の豊かな自然を象徴する、国蝶オオムラサキをモチー

フとして、嵐山町のイニシャル「R」を掛け合わせたデザイン。

小学校と中学校の違いは「小」、「中」をデザインした羽の斑点

模様で表している。色はオオムラサキの青紫色を採用。未来へ

はばたく子供たちを象徴するデザインとなっている。 

88 

 

 

学校で児童や生徒が健やかに、伸びやかに過ごす様子を、嵐山

町のシンボルである「オオムラサキ」が羽ばたく姿に重ね合わ

せて表現しました。 

小学校の校章には「芽生え」をイメージした「若葉」の図案を、

中学校には「希望」をキーワードとした「光」のモチーフをそ

れぞれ配置しました。 
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89 

 

 

小学校校章案は、太陽に向かって咲くラベンダーの花輪をイ

メージしています。自然の中で伸び伸びと学び、それぞれの花

を咲かせてほしいという思いです。花輪にしたのは、みんなで

手を取り合い、助け合い補い合いの心も育ててほしいからで

す。中学校校章案は、ラベンダーの花輪から飛び立っていくオ

オムラサキをイメージしています。小学校、中学校と成長し

て、世界へと優雅に飛び立っていってほしいという思いです。 

90 

 

 

統合は寂しくもありますが嵐山町唯一の学校になると言う事

で嵐山の文字を入れました。嵐の文字から形をとっており下

のマークで全体的に嵐山の漢字をイメージしました。横のも

のは嵐山町を象徴するラベンダーになっており、小中一貫校

という事で 9 つ(9 年)穂をつけています。下の∞マークは、蝶

のオオムラサキ、学生の本分ある本、そして・ここでの経験が

これからの人生にも繋がっていく、・卒業後も学び続ける姿

勢、・友達、地域との繋がりがずっと続いていく願いを込めて

います。 

91 

 

 

槻川に鏡写しになる 

嵐山渓谷の美しい紅葉をイメージした校章で、子供たちに友

達や家族、先生と共に生き生きと育ち、時に自分を見つめて成

長して欲しいという願いを込めた校章です。 

小学校は青く、中学校は紅く、子供たちの成長に合わせて校章

も成長していくデザインです。 

92 

 

 

嵐のイニシャル「R・シラコバト」をモチーフに図案化し、嵐

山渓谷をはじめ、清流と紅葉が美しい変化に富んだ豊かな大

自然!4 ツ葉のクローバーをアレンジし、四季折々に咲く美し

い花々と人々の幸福感を表わし、地域の人々から愛され親し

まれ、希望と活力に満ちあふれ、輝く未来の大きな目標目指し

力強く羽ばたく鳥をイメージに「小・中学校」を表現しました。 
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93 

 

 

嵐のイニシャル「R・シラコバト」をモチーフに図案化し、嵐

山渓谷をはじめ、清流と紅葉が美しい変化に富んだ豊かな大

自然!4 ツ葉のクローバーをアレンジし、四季折々に咲く美し

い花々と人々の幸福感を表わし、地域の人々から愛され親し

まれ、希望と活力に満ちあふれ、輝く未来の大きな目標目指し

力強く羽ばたく鳥をイメージに「小・中学校」を表現しました。 

94 

 

 

嵐山町立武蔵嵐山小学校・武蔵嵐山中学校の「ラ」と武蔵山の

「M」を、未来へ大きく羽ばたく生徒の姿を象徴。 

95 

 

 

嵐山町立武蔵嵐山小学校・武蔵嵐山中学校の「ラ」と武蔵山の

「M」を高い志を目ざす生徒たちの山並を象徴。 

96 

 

 

子供たちが手をつなぎ合い大きな花を形作っているようなデ

ザインを周囲に描きその中に町の花ツツジを描きました。嵐

山の文字の背後に嵐山渓谷を流れる槻川をイメージデザイン

を配置しました。槻川は同時に希望の象徴虹に見えるように

も描きました。小学校は新緑の緑色を基調に、中学校は町の蝶

オオムラサキの羽の色を基調としました。 



25 

 

97 

 

 

子供たちが手を広げ花が開いた形になるように手をつなぎ合

っているイメージのデザインを周囲に描きました。その中に

町の花ツツジを描きました。更に嵐山渓谷を流れる槻川が希

望の象徴虹にも見えるように、嵐山の文字と重なるように描

きました。小学校は新緑の緑を基調に中学校は町の蝶でもあ

るオオムラサキの色を基調に色付けしました。 

98 

 

本作は、嵐山町の美しい紅葉を象徴としたデザインになって

おり、周りの模様は水面に浮かぶ紅葉の波紋のように美しく

仕上げました。 

学校をきっかけにすくすくと育つ生徒さんも 

広がる波紋のように様々な方向へ美しく広がってほしいで

す。 

99 

 

 

中学校は盾をイメージし病気にならないように盾でガードし

て健康に生きてほしいという意味を込めました。 

小学校は特産品のぶどうをイメージして書きました。みんな

で力を合わせて大きなものをつくるといういみをこめまし

た。 

100 

 

 

○武蔵の【厶】嵐山の【ラ】山と川と桜で構成したデザインで

す。嵐山町の風景をイメージしました。 

○【ラ】を翼に見立てました。生徒たちが､たくさんの夢と希

望を抱いて､輝かしい未来へ大きく羽ばたいてほしいという

願いを込めました。 

○校名が外国の人たちにも分かるようにローマ字を入れまし

た。 
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101 

 

 

嵐山渓谷を背景に大き使い嵐山町に自然の雰囲気に合うデザ

インにしました。 

今までの雰囲気にないような新しい雰囲気の交渉を提案しま

す。 

102 

 

 

子供たちが手を広げ花が開いた形になるように手をつなぎ合

っているイメージのデザインを周囲に描きました。その中に

町の花ツツジを描きました。更にツツジの背後に嵐山渓谷を

流れる槻川が希望の象徴虹に見えるように描きました。小学

校は新緑の緑を基調に中学校は町の蝶でもあるオオムラサキ

の色を基調に色付けしました。 

103 

 

 

町のシンボルでもある「オオムラサキ」を主なモチーフとして

います。小学校は子どもたちの未来を明るく照らす「星」、中

学校は照らされた未来に向けて成長し、花開くという意味で

「花」を選びました。上の 3 つ角が生えているモチーフは、

上に向かってぐんぐん伸びていく植物や嵐山町の「山」をイメ

ージしています。 

104 

 

 

この校章は、嵐山町で親しまれている特産品「ブルーベリー」をモチー

フとしてデザインしました。ブルーベリーが持つ「実りある人生」「知

性」「信頼」「思いやり」といった花言葉を、子どもたちの成長に重ね

ています。地域に根ざし、豊かに実を結ぶブルーベリーの姿を通して、

ここで学ぶ子どもたちが互いに尊重し、学び合いながら未来へ伸びて

いく姿を表現しました。この校章は、小学校で培った学びや姿勢をそ

のまま中学校へ受け継ぐという思いから、小学校校章の構成を大きく

踏襲しています。共通するブルーベリーのモチーフには、地域のつな

がりと、成長を支える確かな土台を表しています。さらに、中学校の校

章では、嵐山町を象徴する「オオムラサキ」新たな要素として取り入れ

ました。ブルーベリーの葉の形を活かしながら羽ばたく姿を重ねるこ

とで、小学校で得た学びを糧に、より広い世界へ飛び立とうとする中

学生の未来を表現しています。 
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105 

 

 

欅の葉をモチーフにし、「小」「中」の文字自体を葉のシルエッ

トのような形にデザインしました。文字が寄り添い、支え合う

構図にすることにより、3 校が一つにつながり、互いに手を取

り合いながら大きな絆を築いていく姿を表現しています。文

字の形そのものに思いを込めた校章です。色味は、欅の葉の緑

で小学校ははつらつという意味を込め明るめの緑、中学校は

自立するという思いを込め、深めの緑にしました。セットで一

つの葉になるように設計。小学校では芽生え、中学校は成長の

段階を表し、合わせることで“学びの成長”を象徴する欅の葉が

完成します。 

106 

 

 

武士の鑑として賞賛された畠山重忠のように、子供たちに、文

武に優れた誠実な人物を目指して新たな学び舎で学校生活を

送ってもらいたく思い、畠山氏の家紋を象徴とした。 

また、五三桐から伸びる円は、重忠ゆかりの地に町内の小学校

3 校、中学校 2 校が集ったことを意味している。 

107 

 

 

武士の鑑として賞賛された畠山重忠のように、子供たちに、文

武に優れた誠実な人物を目指して新たな学び舎で学校生活を

送ってもらいたく思い、畠山氏の家紋を象徴とした。また、五

三桐から伸びる円は、重忠ゆかりの地に町内の小学校 3 校、

中学校 2 校が集ったことを意味している。背景に「武蔵嵐山」

を入れ、新たな学校であることを強調し、家紋感を和らげた。 

108 

 

 

「嵐山」という文字の中に、小学校の「小」、中学校の「中」

を入れ、子ども達が未来に羽ばたくという意味を込めて、嵐山

町で有名なラベンダーを羽に見立てました。 
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109 

 

 

武蔵嵐山町の町蝶である「オオムラサキ」を中心に据え、町を

象徴する自然と未来へ羽ばたく子どもたちの姿を重ね合わせ

た校章です。オオムラサキの翼は、伸びやかさと成長を表す曲

線で構成し、中央に最も視線が集まるよう配置しています。下

部モチーフは学校ごとに変え、中学校では比企丘陵のなだら

かな山並みを、小学校では町を流れる槻川を表し、地域に根ざ

す学びを表現しました。外形は中学校を六角形、小学校を円形

とし、それぞれ「規律と調和」「調和とつながり」を象徴して

います。色は中学校を紺、小学校を緑とし、共通して金をアク

セントに使用することで、品格と統一感を持たせました。 

110 

 

 

町花であるヤマザクラと町鳥のウグイスをモチーフに据え、

嵐山町の豊かな自然の中で子どもたちが未来へ羽ばたく姿を

描きました。小学校には"芽生え"を象徴する緑色、中学校には

"知性と品格"を象徴する紺色を配し、二校の連続性と児童生徒

の成長を表現しています。 

111 

 

 

小学校、中学校の校章のベースは嵐山町のシンボルである「オオムラ

サキ」を使用し、特徴の一つである紫色を使っております。また学生た

ちが将来に向かって羽ばたいていく姿をオオムラサキで表現していま

す。小学校は川の流れ(嵐山渓谷)をイメージしており、岩畳が美しい槻

川の清流と、紅葉などの美しい自然が広がるところで小学 6 年間で広

く学んでほしいという想いを込めています。中学校は小学校からオオ

ムラサキが羽ばたいている表現で、周りを嵐山町の花である「ツツジ」

で囲っています。ツツジの花言葉は節度、努力などがあり、更に成長し

てほしいという想いを込めています。そして最後にどちらの校章も周

囲を囲む盾形は、畠山重忠をはじめとする鎌倉武士の精神が今なお息

づく本地域の伝統を表すとともに、「自らを律し、仲間を思いやり、地

域を大切にする心」を象徴しています。また盾は学ぶ者を守り育てる

学校の役割を示し、未来に向かって力強く歩む子どもたちを守護する

願いも込められています。 

112 

 

 

小学校の校章は、嵐山町の木である梅の花をデザイン化。オシ

ベの数を、学年の数（１年生から６年生まで）と同じ６つにし、

それぞれの学年・生徒を表現しました。中学校の校章は、嵐山

町の花であるツツジの花をデザイン化。オシベの数を、学年の

数（１年生から３年生まで）と同じ３つにし、それぞれの学年・

生徒を表現しました。小中共通で、嵐から繋がり周りを囲む丸

が「山」という字を表現しています。 
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113 

 

 

小学校の校章は、子供達の優しさと成長の芽生えを表す『ラベ

ンダーの花』をモチーフにしています。落ち着いた花のフォル

ムは、学生生活の安心感と、学びの基礎が育まれる時期を象徴

しています。中学校の校章では、嵐山町を象徴する『豊かな水

辺の自然』と『明るい太陽』をモチーフにしています。円形の

中に力強く広がる放射と波紋を組み込んでいます。これは、地

域の自然に守られながら新たな道を広げ、未来へと歩んでい

く中学生の成長を表現したものです。小学校で芽生えた力が

中学校で大きく広がって行く流れを、二つの校章の対比とし

てデザインに込めました。 

114 

 

 

小学校の校章は、嵐山町の木である梅の花をデザイン化。オシ

ベの数を、学年の数(1 年生から 6 年生まで)と同じ 6 つにし、

それぞれの学年・生徒を表現しました。中学校の校章は、嵐山

町の花であるツツジの花をデザイン化。オシベの数を、学年の

数(1 年生から 3 年生まで)と同じ 3 つにし、それぞれの学年・

生徒を表現しました。 

115 

 

 

嵐山町立武蔵嵐山小学校 

この校章は、嵐山町の地にちなんだ町の花である｢ツツジ｣と、町のシンボ

ルである国蝶の｢オオムラサキ｣を組み合わせたものです。ツツジの花びら

を蝶のように見たて、周りの 3 枚の葉は 3 校の統合を表しています。3 校

が統合することで、この嵐山町に誇りを持ち、情熱を持って健やかに成長

し学ぶとともに、蝶のように未来へと羽ばたいて欲しいという思いが込め

られています。 

 

嵐山町立武蔵嵐山中学校 

この校章は、嵐山町の地にちなんだ町の木である｢梅｣と、町のシンボルで

ある国蝶の｢オオムラサキ｣を組み合わせたものです。梅の花びらを蝶のよ

うに見立てて、周りの 2 枚の葉は 2 校の統合を表しています。2 校が統合

することで、この嵐山町に誇りを持ち、物事を乗り越えていける忠実な心

を持って学ぶとともに、蝶のように未来へと羽ばたいて欲しいという思い

が込められています。 

116 

 

 

このデザインは、イチョウとモミジの葉を使用しました。これ

らの葉は、子どもたちが多様な知識や経験を通じて成長し、成

熟していく過程を表現しています。イチョウの扇状の葉は、広

がる可能性と知恵の蓄積を、モミジの鮮やかな赤い葉は、情熱

と活力ある未来を表現しました。 
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117 

 

 

〇基本方針…「嵐山町が目指す子供像」のうち、特に「可能性に挑

戦する」「知勇兼備の郷土の英雄に学ぶ」という内容に共感し、そ

れらを基にデザインを進めました。〇モチーフについて…小学生に

は「何だろう？」や「できるかな？」といった好奇心を大切にして

自身の可能性を広げて欲しいと考え、ハテナマークをモチーフに採

用しました。また小学校のデザインを引き継ぎつつ、中学生には自

身の可能性を旗のように堂々と掲げ、信じ続けて欲しいと考え、旗

をモチーフに採用しました。〇形について…校名に含まれる「嵐山」

から、小学校の校章は上下反転すると平仮名の「ら」に、中学校の

校章は英字の"R"に見えるよう形をまとめました。〇色について…

「知」をイメージさせる青と「勇」をイメージさせる赤を採用する

ことで、知勇兼備の郷土の英雄に学ぶ貴校の姿勢を表現しました。 

118 

 

 

まず、共通したデザインとして、嵐山町で有名な物をモチーフ

にしたいと思い、嵐山町はオオムラサキが生息する地として

有名と言うことで、蝶々の形をしたデザインにしました。 

違いとしては、小学校の方は明るい紫で、子供達の元気で明る

い様子を表現していて、中学校の方は濃い紫で、成長して大人

になっていく様子を表現したデザインにしました。 

119 

 

 

M(武蔵)と R(嵐山)をモチーフにオオムラサキと嵐山渓谷の流

れを描き、児童・生徒が様々な夢や希望に向かって羽ばたく様

子を表現。(蝶の斑紋は就学年数をあらわしています。) 

120 

 

 

オオムラサキが嵐山町の自然を包み込んでいるイメージで作

成しました。包み込んでいるのは、武蔵嵐山と、嵐山渓谷。下

部の黒い帯は、渓谷を穏やかに流れる川をイメージしていま

す。嵐山町で学ぶ子ども達が嵐山町の自然とともに大きく成

長していく事をイメージしてデザインしました。 
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121 

 

 

オオムラサキが嵐山町の自然を包み込んで未来へ羽ばたいて

いるイメージで作成しました。円の中には嵐山町の象徴、嵐山

渓谷をイメージしています。嵐山町で学ぶ子どもたち達とと

もに未来へ大きく羽ばたいていく事を願って作成しました。 

122 

 

 

円の中は嵐山渓谷をイメージしてデザインしました。その周

りをオオムラサキが楽しそうに飛び交い、嵐山町で学ぶ子ど

もたちの成長を見守っているイメージで作成しました。 

123 

 

 

嵐山町のシンボルであり、国蝶でもある「オオムラサキ」を

「桜」の花弁で表現。蝶のように豊かな自然の中で、たくまし

く、未来に羽ばたく児童に育ってほしいという願いを込めて

います。また桜は日本を代表する花であり、入学・進級・卒業

といった学校の始まりや終わりを象徴しています。さらに希

少種としてのオオムラサキや気候変動による桜の開花への影

響など、環境に対する感受性も養ってほしいという意味も込

めています。そして 1 枚の花弁が小学校が三重、中学校で二

重であるのは統合数を表し、小学校と中学校で文字や色が変

わっているのは、心身の成長や躍進を表現しています。 

124 

 

 

嵐山渓谷の豊かな自然から差す光をこどもたちの明るい未来

をイメージし、武蔵の M にて作成。嵐山という文字は、豊か

な自然のように均衡、共生をイメージし左右対称に見えるよ

う作成した。 
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125 

 

 

嵐山町のシンボルである*オオムラサキの羽*と*菅谷館跡の

土台*を共通図案として、その中央に学校を象徴する「小」*ま

たは*「中」の文字を一体化させることで、*伝統の上に未来へ

羽ばたく両校の強いつながり*を表現した校章デザイン案で

す。 

126 

 

 

たくましさを考えたので太めの文字をイメージしました。書

体を探すと DC 愛シャドーWS が見つかりました。書体の名

前の中に「愛」が入っている!びっくりです!しっかりと地に足

をおろし未来を見つめて欲しいなと思い 全体をどっしりと

した感じにまとめました。そして一目で学校の校章だとわか

ることも意識しました。それにこれなら遠くから見てもはっ

きりわかります。これからの若い人たちが将来遠く世界のど

こからでも見られて嵐山町小学校出身、嵐山中学校出身と意

識されれば素晴らしいかな!と思います! 

127 

 

 

小学校の校章は、ラベンダーを交らわせて異学年との交流や

いろんな事を体験し 1 つ 1 つを大切に 6 年間を過ごしてほし

いという意味で考え、交わる所につなぐという意味でオオム

ラサキをデザインしました。中学校は小学校でたくさん学ん

だ事を 1 つにまとめ、仲間と共に大きな輪を作り 1 人 1 人を

大切にしようという意味でデザインしました。中学校の校章

は大人っぽくラベンダーのみです。 

128 

 

 

オオムラサキのちょうをイメージしています。町の木の梅の

ななめ上の模様は、小学校 3 校と中学校 2 校がひとつになっ

たことを、梅の葉の葉脈のように表しました。また、小学校、

中学校が 1 つになり、大空へはばたけるよう願いを込め、2 つ

の校章が合わさるとオオムラサキのちょうになるようにイメ

ージして作りました。 
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129 

 

 

この絵は、しぜんをテーマにかきました。小学校と中学校で、

ラベンダーやオオムラサキのところをいっしょにして、しぜ

んを楽しい絵にしました。中学校は、さくらの木をかいて青春

をかんじるかんじでかきました。 

130 

 

 

小学校、中学校、両方に嵐山町にゆかりのあるおおむらさきを

イメージしました。とくに、小学校には、ラベンダーで囲むよ

うなデザインにしました。 

131 

 

 

小学校のデザインは、嵐山町の学校が、合わさるのでそれぞれ

の学校の校章の一部をあわせてつくりました。中学校のデザ

インは、大きな葉っぱをイメージしています。嵐山は、紅葉が

とてもきれいなのであえて葉っぱの色を黄色にしました。 

132 

 

 

左がわの部分は月をイメージしました。嵐山が星のようにか

がやくことをねがってかきました。中学校のデザインは、こう

えんをイメージしました。1 人 1 人の個性をあらわすために、

いろいろな色を使いました。 


